
は
じ
め
に

明
治
末
、
広
義
の
「
文
学
」
は
小
説
や
詩
歌
・
戯
曲
等
に
特
化
さ
れ
始
め
る
。

そ
の
際
、
小
説
で
も
歴
史
で
も
伝
記
で
も
な
か
っ
た
グ
ル
ー
プ
は
、
ど
こ
に
消

え
た
の
だ
ろ
う
。

た
と
え
ば
現
行
の
「
歴
史
」
に
近
い
グ
ル
ー
プ
（
史
伝
、
史
談
、
実
録
な

ど
）。
再
編
成
や
消
失
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま

で
あ
ま
り
言
及
の
な
か
っ
た
「
史
談
」
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
を
試
み
た
い
。

「
史
談
」
の
意
味
内
容
は
「
史
伝
」
と
近
似
し
、
明
治
か
ら
昭
和
期
の
用
例
は

「
史
伝
」
よ
り
多
い
。
し
か
し
鷗
外
で
名
を
は
せ
た
「
史
伝
」
に
比
す
る
と
、

文
学
研
究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
は
先
行
論
が
少
な
い
。
そ
の
用
例
は
明
治
二
十
四

年
か
ら
三
十
三
年
頃
の
教
科
書
副
読
本
、
宗
教
の
宣
伝
、
史
談
会
出
版
物
や
偉

人
伝
・
漢
文
学
習
用
テ
キ
ス
ト
、
回
想
録
と
、
幅
広
い
。
こ
れ
ら
テ
キ
ス
ト
に

冠
せ
ら
れ
、
特
殊
化
に
い
た
る
過
程
の
全
貌
を
追
う
の
は
困
難
で
あ
り
、
こ
こ

で
は
一
部
に
言
及
で
き
た
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
語
の
変
遷
を
追
う

こ
と
で
、「
文
学
研
究
」
を
ジ
ャ
ン
ル
論
的
に
と
き
ほ
ぐ
す
一
助
に
は
な
る
か

も
し
れ
な
い
。

本
稿
で
は
、
明
治
期
の
事
例
を
中
心
に
考
察
す
る
。

１

明
治
期
「
史
談
」
の
フ
レ
ー
ム

明
治
期
に
ま
と
ま
っ
た
質
量
で
流
布
し
た
「
史
談
」
を
概
観
す
る
場
合
、
①

小
学
校
令
に
よ
っ
て
、
郷
土
の
歴
史
と
地
理
を
教
え
る
た
め
、
明
治
二
十
四
年

か
ら
三
十
三
年
ま
で
を
中
心
に
刊
行
さ
れ
た
「
史
談
」「
郷
土
史
談１

）
」、
こ
れ
に

類
す
る
名
の
副
読
本
、
②
大
槻
磐
渓
『
近
古
史
談
』（
開
国
主
義
の
蘭
学
者
大
槻

の
、
逸
話
に
よ
る
日
本
中
世
・
近
世
史
）
と
そ
の
解
釈
資
料
、
③
②
を
歴
史
・
漢

文
等
学
習
テ
キ
ス
ト
と
し
た
も
の
の
、
三
種
の
流
れ
を
み
る
こ
と
と
な
る
。

前
記
三
種
と
は
異
な
る
「
史
談
」
も
数
多
く
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
こ
と
に
史

談
会
出
版
物
や
啓
蒙
的
な
宗
教
書
が
、
し
ば
し
ば
「
史
談
」
で
あ
る
。
こ
ち
ら

共
同
研
究
報
告

明
治
「
史
談
」、
そ
の
読
者

目

野

由

希
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に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

国
立
国
会
図
書
館
の
Ｎ
Ｄ
Ｌ－

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
、
一
八
六
八
（
明
治
元
）
年
か

ら
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
ま
で
の
「
史
談
」
刊
行
資
料
を
検
索
す
る
と
、
百

九
十
七
件
が
該
当
す
る
。
そ
の
約
半
数
が
、
①
の
史
学
地
理
用
小
学
校
副
読
本

の
、「
史
談
」「
郷
土
史
談
」
と
そ
の
類
に
な
る
。
む
ろ
ん
こ
れ
は
当
時
の
状
況

の
正
確
な
反
映
で
は
な
く
、
国
会
図
書
館
固
有
の
状
況２

）
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
実

数
は
よ
り
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

②
の
大
槻
『
近
古
史
談
』
は
、
そ
の
ま
ま
の
タ
イ
ト
ル
で
十
二
、「
原
文
集
」

や
「
註
解
」
な
ど
も
含
め
る
と
も
う
少
し
増
え
る
。
菊
池
真
一
氏
に
よ
る
と
、

﹇『
近
古
史
談
』
は
﹈
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
と
武
辺
咄
の
珠
玉
集
と

し
て
、『
常
山
紀
談
』
と
共
に
も
て
は
や
さ
れ
た
。（
残
念
な
の
は
、
本
文

が
、『
常
山
紀
談
』
は
要
約
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、『
近
古
史
談
』
は
漢
文

に
翻
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
武
辺
咄
は
、
今

日
に
至
る
ま
で
、
ま
と
も
に
研
究
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ

た
）

『
近
古
史
談
』
は
、『
常
山
紀
談
』
よ
り
は
分
量
的
に
コ
ン
パ
ク
ト
で
あ

り
、
内
容
的
に
も
遥
か
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
正

に
、
人
口
に
膾
炙
す
る
と
言
っ
て
も
良
い
ほ
ど
愛
誦
さ
れ
た
話
が
多
か
っ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
今
日
で
も
、
講
談
ネ
タ
と
し
て
、
し
ば
し
ば
演
ぜ
ら

れ
る
話
が
幾
つ
か
あ
る３

）
。

同
書
は
一
八
五
四
（
安
政
元
）
年
の
版
と
、
十
年
後
の
一
八
六
四
（
元
治
元
）

年
の
四
部
百
三
十
条
に
な
っ
た
版
の
二
種
が
あ
る
。
短
い
逸
話
集
で
あ
り
、
そ

の
漢
訳
の
た
め
、
本
文
は
厳
密
な
史
実
を
学
ぶ
よ
り
も
「
簡
潔
明
快
で
華
麗
」、

「
平
明
な
漢
文
」
に
よ
る
歴
史
を
味
わ
う
の
に
適
す
る４

）
。
こ
の
特
徴
は
、
菊
池

氏
の
言
及
か
ら
想
定
さ
れ
る
青
年
以
上
の
読
者
層
、
そ
し
て
釈
場
の
客
た
ち
や

朗
吟
中
心
の
受
容
層
だ
け
で
は
な
く
、
③
の
教
科
書
・
参
考
書
的
な
受
容
を
行

う
層
を
生
み
出
す
こ
と
に
も
な
っ
た
。

つ
ま
り
、『
近
古
史
談
』
は
郷
土
教
育
と
は
別
に
、
教
科
書
（
な
い
し
副
読

本
）
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
ま
ま
で
は
初
等
教
育
用
の
歴
史
読

本
・
漢
文
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
高
度
な
の
で
、
学
習
者
や
学
制
の
内
容
に
合

わ
せ
、
不
要
な
箇
所
を
削
除
し
た
形
で
採
用
さ
れ
た
。
そ
れ
が
、
大
槻
文
彦

修
『

修
近
古
史
談

全
』（
大
槻
文
彦
、
一
八
九
九
（
明
治
三
十
二
）
改
訂
、
初

版
一
八
八
一
（
明
治
十
四
））
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
様
々
な
出
版
者
・
出
版
人
に

よ
る
同
書
の
訳
注
や
用
語
解
説
が
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
藤
江
卓
三
解
・
大
槻

如
電
校
・
大
槻
文
彦
訂
『

修

近
古
史
談
詳
解
』（
三
木
書
店
、
一
八
九
四
）、

酒
井
門
次
郎
編
・
高
木
展
為
校
『

修
近
古
史
談
字
類
大
全
』（
小
倉
常
七
、
一

八
八
四
）
な
ど
は
や
や
難
し
い
よ
う
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
に
該
当
す
る
。
大
槻

磐
渓
著
・
大
槻
如
電
補
『
補
正

近
古
史
談
』（
三
木
佐
助
、
一
八
九
六
）
な
ど

も
含
め
る
と
、
同
じ
国
会
図
書
館
所
蔵
資
料
の
一
八
六
八
年
か
ら
一
九
一
三
年

の
間
で
は
、
十
種
ほ
ど
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
人
向
け
の
講
談
本
や
大
衆
小
説
や
訓
話
の
世
界
で
は
、
大
正
期
以
降
も
、

『
近
古
史
談
』
は
広
範
囲
に
流
通
し
た
点
は
、
す
で
に
菊
池
氏
の
指
摘
す
る
と
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こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
史
談
」
は
こ
の
よ
う
に
、「
郷
土
史
談
」
と
『

修

近
古
史
談
』
の
二
種
類
の
テ
キ
ス
ト
で
、
全
国
の
児
童
に
伝
播
し
て
い
っ
た
と

い
う
面
も
、
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。

２

史
談
叢
書

明
治
期
の
「
史
談
」
を
読
み
す
す
め
て
ゆ
く
と
、
啓
蒙
性
の
あ
る
宗
教
資
料

も
「
史
談
」
の
名
が
冠
さ
れ
て
い
る
と
気
付
か
さ
れ
る
。
歴
史
を
語
り
か
け
る

テ
キ
ス
ト
と
い
う
よ
り
、
児
童
向
け
の
啓
蒙
用
テ
キ
ス
ト
、
あ
る
い
は
一
般
向

け
啓
蒙
用
テ
キ
ス
ト
が
、「
史
談
」
と
称
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
。
こ
れ
ら
は
、

「
〜
史
談
」
と
い
う
角
書
を
冠
し
、
同
一
の
ジ
ャ
ン
ル
意
識
を
共
有
す
る
と
考

え
ら
れ
る５

）
。

宗
教
的
な
啓
蒙
書
で
は
、
杉
山
重
義
編
『
一
読
三
嘆
智
恵
之
泉

一
名
・
泰

西
今
古
史
談
』（
警
醒
社
、
一
八
九
一
）、
山
田
寅
之
助
『
エ
デ
ン
の
花
園
』

（「
通
俗
旧
約
史
談
」
第
一
編
、
教
文
館
、
一
八
九
七
）
な
ど
は
い
ず
れ
も
、
キ
リ

ス
ト
教
布
教
用
資
料
で
あ
る
。『
エ
デ
ン
の
花
園
』
の
文
中
に
は
万
葉
集
の
引

用
な
ど
も
見
ら
れ
、
間
口
の
広
い
印
象
を
受
け
る
。
こ
の
他
、
仏
教
な
ら
ば
布

教
奨
学
研
究
会
編

『
西
行
法
師

仏
教
史
談
』（
森
江
書
店
、
一
九
一
〇
）、
神

道
な
ら
ば
井
上
斉
編
『
神
社
史
談

和
光
同
塵

一
名
・
神
と
信
仰
』（
長
野

県
神
職
合
議
所
、
一
九
〇
二
）
な
ど
が
管
見
に
入
っ
た
。

『
西
行
法
師

仏
教
史
談
』
は
、
巻
末
広
告
に
よ
る
と
『
エ
デ
ン
の
花
園
』
が

「
通
俗
旧
約
史
談
」
の
第
一
編
で
あ
る
の
と
同
じ
く
、「
仏
教
史
談
叢
書
」
の
最

初
の
一
冊
で
あ
る
。
第
二
編
以
降
は
実
見
し
て
い
な
い
が
、
少
な
く
と
も
国
会

図
書
館
は
こ
れ
ら
は
第
一
編
の
み
の
所
蔵
で
あ
る
。

巻
末
広
告
頁
の
「
本
叢
書
内
容
に
附
い
て
」
の
箇
所
に
は
、

内
容
は
極
て
平
易
な
る
説
教
口
調
を
以
て
誰
人
に
も
解
し
易
すママ
き
史
談

と
な
し
、
伝
記
は
新
史
料
に
よ
る
事
あ
れ
と
も
多
は
古
来
の
伝
説
美
談
を

本
拠
と
し
て
其
思
想
行
動
を
物
語
り
専
ら
教
訓
的
説
話
に
重
き
を
置
き
て

精
神
修
養
に
資
せ
し
め
其
筆
蹟
と
肖
像
は
確
実
な
る
史
料
に
基
き
て
選
出

す
る
も
の
な
れ
ば
坊
間
ま
た
得
難
き
珍
宝
た
る
べ
し
。
茲
に
本
叢
書
を
発

行
し
我
国
文
化
の
源
泉
た
る
思
想
界
の
偉
人
を
深
く
内
在
的
生
命
に
交
渉

し
て
其
言
行
を
発
輝
し
以
て
其
風
光
に
浴
せ
し
む
は
尤
も
時
期
に
適
切
な

る
も
の
な
ら
ん
か
。

と
あ
る
。
実
際
の
文
体
も
、「
皆
様
今
日
は
ご
一
統
に
よ
く
参
詣
な
さ
れ
ま

し
た
。
真
に
受
け
難
き
は
人
身
遇
ひ
難
き
は
仏
法
で
ご
ざ
い
ま
す
。」（
冒
頭
）

と
、
説
教
口
調
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。

「
仏
教
史
談
叢
書
」
に
類
似
す
る
パ
タ
ー
ン
は
、
史
談
会
刊
行
物
に
も
認
め
ら

れ
る
。
山
口
菊
件
『
井
戸
正
朋
』（「
島
根
県
史
談
」
叢
書
第
一
編
、
資
山
堂
、
一

九
〇
二
）
な
ど
、
地
域
の
史
談
会
刊
行
叢
書
の
第
一
編
の
国
会
図
書
館
所
蔵
例

は
あ
る
が
、
明
治
期
の
場
合
に
限
る
と
、
い
ず
れ
も
第
二
編
以
降
が
刊
行
さ
れ

た
か
は
定
か
で
な
い
も
の
も
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
和
田
悌
四
郎
『
越
佐
史

談
』（
猶
興
社
、
一
八
九
七
）
や
志
村
義
玄
『
岩
手
県
史
談
』（
鶴
鳴
閣
、
一
八

九
九
）
な
ど
の
教
科
書
と
一
見
似
て
い
る
よ
う
だ
が
、
実
際
に
読
む
と
相
違
点
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も
ま
ま
あ
る
。

埼
玉
史
談
会
編
『
奥
貫
友
山

第
一
編

埼
玉
史
談
』（
実
業
之
埼
玉
社
、
一

九
一
〇
）
の
場
合
、「
凡
例
」
に
は
こ
う
あ
る
。「
一
、
埼
玉
史
談
会
は
会
名
の

如
く
我
が
県
下
に
於
け
る
歴
史
上
の
事
蹟
に
し
て
後
進
の
た
め
に
裨
益
あ
る
も

の
を
撰
び
、
之
を
平
易
に
記
述
し
て
普
く
学
校
生
徒
及
一
般
家
庭
の
読
物
と
な

さ
し
め
ん
が
為
に
起
れ
る
も
の
、
今
や
其
の
事
業
次
を
逐
う
て
進
捗
し
つ
つ
あ

り
。
一
、
埼
玉
史
談
は
毎
編
読
切
と
し
逐
次
刊
行
す
る
も
の
と
す
。
一
、
第
一

編
と
し
て
奥
貫
友
山
先
生
を
紹
介
す
、
先
生
の
人
格
及
事
業
は
た
し
か
に
後
進

子
弟
を
裨
益
す
る
の
み
な
ら
ず
、
当
世
一
般
人
士
特
に
富
豪
の
亀
鑑
た
ら
ず
ん

ば
あ
ら
ず
。
明
治
四
十
三
年
九
月
、
埼
玉
史
談
会
」。

本
文
冒
頭
は
、
田
山
花
袋
ば
り
の
文
体
で
あ
る
。

兵
隊
の
行
列
を
見
る
と
、
直
に
、
日
露
戦
争
の
当
時
の
こ
と
が
眼
の
前

に
浮
び
出
し
て
、
軍
艦
が
。
…
…
仁
川
で
。
…
…
遼
陽
の
占
領
。
…
…
旅

順
港
。
…
…
と
際
限
も
な
く
い
ろ
〳
〵
な
こ
と
が
思
ひ
出
さ
れ
。
虫
の
鳴

く
声
や
紅
葉
狩
の
談
が
始
る
と
、
去
年
の
修
学
旅
行
の
時
の
こ
と
が
出
て

く
る
、
汽
車
に
乗
つ
て
。
…
…
山
に
登
つ
て
。
…
…
軍
歌
。
…
…
足
が
痛

い
。
…
…
と
そ
れ
か
ら
そ
れ
と
、
あ
て
途
も
な
く
思
ひ
出
さ
れ
る
様
に
、

今
年
の
や
う
な
大
洪
水
が
あ
つ
て
、
家
も
田
地
も
押
し
流
さ
れ
。
い
と
し

い
親
兄
弟
が
散
り
〳
〵
ば
ら
〳
〵
に
な
つ
て
行
方
が
知
れ
な
い
と
か
。

（「
一
、
嗚
呼
洪
水
昔
の
洪
水
と
今
の
洪
水
」
冒
頭
）

花
袋
は
『
奥
貫
友
山
』
に
先
行
し
、
ま
た
同
書
に
類
す
る
数
多
の
地
方
の
埋

も
れ
た
偉
人
伝
は
『
田
舎
教
師
』
に
先
行
し
、
ま
た
文
学
者
た
ち
は
田
舎
の
自

然
に
文
学
を
見
出
そ
う
と
す
る
。
自
然
主
義
文
学
隆
盛
期
の
「
文
学
」
は
、
急

速
に
広
義
の
「
文
学
」
概
念
か
ら
遠
ざ
か
る
が
、
そ
れ
で
も
地
誌
的
特
性＝

「
史
談
」
的
特
性
が
、
跡
を
と
ど
め
る
場
合
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。「
小
説
」

作
品
の
中
に
み
ら
れ
る
地
誌
の
特
性
は
、
作
品
論
の
内
部
に
収
斂
さ
せ
て
し
ま

う
だ
け
だ
と
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
の
同
時
代
に
お
け
る
特
徴
の
一
部

「
史

談
」
的
で
あ
る
こ
と

を
、
見
失
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

３

多
様
性
・
教
育
成
果

史
談
会
刊
行
物
や
教
科
書
な
ど
で
は
な
く
、
歴
史
に
つ
い
て
気
軽
に
語
る
と

い
う
意
味
で
の
明
治
期
の
「
史
談
」
テ
キ
ス
ト
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
わ
た

っ
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
大
森
金
五
郎
『
鎌
倉
時
代

通
俗
史
談
』（
長
風
社
、

一
九
一
二
）
は
啓
蒙
的
な
歴
史
概
説
書
で
あ
り
、
足
立
栗
園
述
『
海
国
史
談
』

（
中
外
商
業
新
報
商
況
社
、
一
九
〇
五
、
初
出
は
『
中
外
商
業
新
報
』）
の
場
合
は
、

く
だ
け
た
口
調
の
二
百
八
十
の
「
海
国
」
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
、「
余
論
」
の
「
海

国
史
大
観
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
内
村
鑑
三
の
『
興
国
史
談
』（
警
醒
社

書
店
、
一
九
〇
〇
、
も
と
東
京
独
立
雑
誌
の
連
載
）
は
古
代
の
エ
ジ
プ
ト
・
バ
ビ

ロ
ン
・
ア
ッ
シ
リ
ア
や
ペ
ル
シ
ャ
の
歴
史
を
文
明
論
的
に
論
じ
、
大
町
桂
月
は

『
古
今
史
談
』（
公
文
書
院
、
一
九
一
一
）
で
、
歴
史
と
歴
史
上
の
人
物
た
ち
を

評
す
る
。

講
演
速
記
録
の
場
合
は
、
基
本
的
に
史
談
会
刊
行
物
や
そ
れ
に
近
い
も
の
で
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あ
る
。
た
と
え
ば
重
野
安
繹
・
小
牧
昌
業
著
、
講
話
会
編
『
薩
藩
史
談
集
』

（
求
信
堂
、
一
九
一
二
））
は
、
講
演
調
の
文
体
で
巻
頭
に
史
料
写
真
、
巻
末
に

は
附
録
と
し
て
「
島
津
家
歴
代
一
覧
表
」
が
つ
く
島
津
贔
屓
の
テ
キ
ス
ト
で
あ

る
し
、
吉
備
史
談
会
編
『
吉
備
史
談
会
講
演
録
』（
吉
備
史
談
会
、
一
九
〇
四
）

で
は
井
上
通
泰
他
の
講
演
録
に
、「
出
品
目
録
」（
各
家
か
ら
、
開
会
に
際
し
て

日
記
や
巻
物
等
を
持
ち
寄
っ
た
記
録
か
）
を
附
録
と
し
て
い
る
の
だ
。

他
に
池
辺
藤
園
『
少
年
史
談

第
一
編
』（
文
成
社
、
一
九
一
二
）
に
類
す
る

史
談
叢
書
を
形
成
す
る
タ
イ
プ
、
俄
勃
牢
（
ガ
ボ
ロ
ー
）
著
・
宮
崎
夢
柳
訳

『
義
勇
兵

仏
国
史
談
』（
盛
業
館
、
一
八
八
八
）
の
よ
う
に
歴
史
的
事
件
を
叙

す
る
政
治
小
説
な
ど
、「
小
説
」
に
近
い
タ
イ
プ
の
「
史
談
」
も
存
在
し
て
い

る
。
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
多
す
ぎ
て
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

多
様
性
に
み
ち
た
「
史
談
」
テ
キ
ス
ト
群
。
も
っ
と
も
大
量
に
流
通
し
た
教

科
書
副
読
本
と
し
て
の
「
史
談
」「
郷
土
史
談
」
の
ス
タ
イ
ル
も
、
実
は
一
様

で
は
な
い
。
郷
土
の
風
土
や
人
口
な
ど
統
計
的
資
料
、
神
社
仏
閣
、
郷
土
の
偉

人
、
特
産
品
な
ど
、
あ
る
程
度
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
共
通
性
は
み
ら
れ
る
の
だ
が
、

そ
の
文
体
は
箇
条
書
き
に
近
い
型
（
牧
源
太
郎
編
『
大
分
県
地
誌
及
史
談
』（
甲

斐
書
房
、
一
九
〇
〇
）
な
ど
）
か
ら
、
偉
人
伝
中
心
の
逸
話
集
の
よ
う
な
歴
史

寄
り
型６

）
、
主
に
地
理
的
事
項
を
扱
う
地
理
寄
り
型
（
片
山
周
次
郎
『
郷
土
地
理

と
史
談

全
』（
福
井
宗
吾
ほ
か
、
一
九
〇
二
）
な
ど
）
の
三
つ
の
系
統
を
中
心
に
、

実
に
雑
多
な
の
で
あ
る
。
漢
字
か
な
交
じ
り
、
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
、
総
ル
ビ
、

ル
ビ
な
し
、
こ
れ
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
特
徴
は
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
本
質
的

に
地
誌
な
の
で
、「
郷
土
史
談
」
テ
キ
ス
ト
が
均
質
な
状
態
で
全
国
に
流
通
し

た
と
い
う
よ
う
な
事
態
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

一
例
を
挙
げ
よ
う
。

野
島
半
七
編
『
温
古
史
談

越
後
之
黒
鳥
』（
野
島
半
七
、
一
八
九
〇
）
と
い

う
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
。
巻
末
広
告
を
見
る
と
、
野
島
書
店
（＝

野
島
半
七
）
は

小
学
校
教
科
書
や
、
こ
れ
に
類
す
る
テ
キ
ス
ト
を
出
版
し
て
い
る
。
発
行
年
は

明
治
二
十
三
年
な
の
で
、
小
学
教
則
大
綱
が
、
歴
史
・
地
理
・
理
科
の
教
授
は

郷
土
の
史
談
・
地
形
・
自
然
現
象
よ
り
始
め
る
と
い
う
規
定
を
な
す
前
年
で
あ

る
。
冒
頭
に
「
越
後
国
之
古
図
」、
次
に
「
黒
鳥
詮
任
之
肖
像
」
ほ
か
二
名
の

肖
像
頁
。

同
書
が
実
際
に
、
教
科
書
と
し
て
使
わ
れ
た
、
な
い
し
使
わ
れ
な
か
っ
た
と

い
う
証
左
は
稿
者
の
手
許
に
な
い
が
、
仮
に
教
科
書
と
し
た
場
合
、
読
者
は
多

少
の
と
ま
ど
い
を
覚
え
る
こ
と
に
な
る
。

本
文
冒
頭
で
は
、
同
書
は
落
語
や
講
釈
の
速
記
録
の
よ
う
な
「
〜
で
ご
ざ
い

ま
す
」
調
を
用
い
、
総
ル
ビ
句
読
点
な
し
の
漢
字
か
な
交
じ
り
文
で
、
越
後
人

の
伝
記
を
語
り
始
め
る
。
だ
が
、
二
頁
目
か
ら
文
体
が
変
わ
る
。
同
じ
講
釈
で

も
文
語
体
に
戻
り
、
修
羅
場
読
み
の
調
子
に
な
る
の
だ
。
末
尾
に
は
「
い
わ
ゆ

る
鷗
外
史
伝
」
風
の
注
が
つ
き
、
附
録
に
は
別
の
考
証
随
筆
風
「
酒
顚
童
子
ノ

由
来
」（
文
語
で
一
貫
）。
両
者
と
も
越
後
に
所
縁
の
伝
記
と
は
い
え
、
い
っ
た

い
読
者
層
を
ど
こ
に
想
定
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
序
」
は
、
本
書
を
こ
う
評
価
す
る
。
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噫
此
書
ノ
如
キ
ハ
世
ノ
史
家
ノ
材
料
ト
ナ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
世
間
専
ラ

行
ハ
ル
ヽ
稗
史
小
説
ノ
類
と
同
一
視
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ハ
論
ヲ
俟
タ
ス

（「
序
」
よ
り
、
傍
線
目
野
）

「
稗
史
小
説
」
で
は
な
い
、「
史
家
ノ
材
料
」
な
の
だ
と
こ
と
ご
と
し
く
表
明

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
そ
の
虚
構
性
が
目
立
っ
て
し
ま
い
、
同
書
と
「
小
説
」
は

む
し
ろ
似
て
き
て
し
ま
う
。
作
者
は
、
同
書
は
越
後
の
素
封
家
や
豪
農
に
聞
き

取
り
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
執
筆
し
た
と
主
張
す
る
。
し
か
し

読
物
と
し
て
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
は
、
現
在
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
小
説
」
の

一
種
で
は
な
い
の
か
。
一
八
九
〇
年
、
つ
ま
り
明
治
二
十
三
年
と
い
え
ば
「
文

学
」
ジ
ャ
ン
ル
内
は
、
い
ま
だ
熱
い
混
沌
の
中
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
教
科
書

╱
歴
史
読
本
╱
読
本
╱
小
説
の
別
は
明
確
に
は
さ
れ
て
い
な
い
。「
噫
此
書
ノ

如
キ
ハ
」
と
い
う
主
張
が
教
科
書
で
な
さ
れ
る
こ
と
に
は
、
何
の
不
思
議
も
な

い
の
で
あ
る
。

こ
の
『
温
古
史
談
』
と
対
照
す
る
と
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
二
十
二
年
後
に

啄
木
の
友
人
、
宮
崎
一
雨
が
出
版
し
た
『
古
今
名
詩
通
俗
史
談
』（
磯
辺
甲
陽

堂
、
一
九
一
二
）
で
あ
ろ
う
。「
各
項
の
始
め
に
人
口
に
膾
炙
し
た
詩
を
掲
げ
、

其
詩
に
関
し
た
史
談
を
物
し
た
の
は
、
彼
是
対
照
し
て
一
層
興
味
を
増
さ
し
め
、

永
く
記
憶
に
残
る
や
う
に
と
の
為
な
の
で
あ
る
」（「
自
序
」
よ
り
）
と
あ
る
通

り
、
漢
詩
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
史
話
を
対
に
し
た
一
般
向
け
の
読
物
で
あ
る
。

宮
崎
が
本
書
で
引
用
し
た
漢
詩
七
十
の
う
ち
、
四
十
が
幕
末
以
前
の
作
品
、

三
十
が
幕
末
か
ら
明
治
の
日
本
人
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
本
書
の

執
筆
意
義
を
、
学
校
教
育
の
補
塡
と
主
張
し
、「
苟
く
も
国
民
と
し
て
、
其
国

の
歴
史
を
知
ら
な
い
で
済
ま
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
然
る
に
目
下
の
初
等
乃

至
中
等
教
育
に
在
つ
て
は
、
之
れ
を
多
く
教
授
す
る
時
間
を
有
せ
な
い
為
に
、

講
義
を
聞
い
て
も
所
謂
靴
を
隔
て
ゝ
痒
を
掻
く
の
気
味
が
あ
り
、
且
又
た
一
旦

学
校
を
出
て
社
会
に
活
動
す
る
場
合
に
な
る
と
、
大
部
の
歴
史
を
自
習
し
や
う

と
思
つ
て
も
、
時
間
に
余
裕
が
な
い
為
に
自
然
に
閉
却
さ
れ
て
了
ふ
の
で
あ

る
」（「
自
序
」）
と
述
べ
る
。

二
十
二
年
前
の
明
治
二
十
三
年
に
は
、
初
等
教
育
の
た
め
に
啓
蒙
的
に
歴
史

を
語
ろ
う
と
し
て
、
越
後
の
小
学
生
向
け
の
テ
キ
ス
ト
は
講
談
口
調
と
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
た
。
速
記
録
か
ら
生
じ
た
と
い
う
近
代
的
文
体
も
未
完
成
で
あ
っ

た
。
し
か
し
時
は
移
り
、
大
正
時
代
を
迎
え
る
頃
に
至
り
、『

修

近
古
史

談
』
の
特
徴
｜
平
明
で
華
麗
な
漢
文
鑑
賞
を
通
じ
、
国
民
的
な
歴
史
を
学
ぶ７

）

と
「
郷
土
史
談
」
の
方
針

国
民
的
な
歴
史
と
地
理
を
導
入
教
育
と
し

て
教
授
す
る
際
、
副
読
本
と
し
て
短
い
読
物
が
必
要８

）

を
、
ミ
ッ
ク
ス
し
整

さ
れ
た
「
史
談
」
概
念
が
で
き
あ
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
ひ
と
つ
の
教
育
成
果
に
基
づ
く
、
ジ
ャ
ン
ル
の
再
編
成
を
み
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

４

近
代
的
な
流
布

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
各
種
の
明
治
「
史
談
」
や
そ
の
叢
書
は
、
ど
の
よ

う
な
成
長
発
展
と
衰
亡
の
過
程
を
た
ど
っ
た
の
か
。

大
槻
磐
渓
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、
彼
の
幕
末
の
活
躍
は
確
か
に
重
要
で
あ
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る
。
た
だ
し
広
義
の
「
文
学
」
概
念
の
近
代
的
形
成
の
経
緯
を
考
察
す
る
な
ら

ば
、
明
治
十
年
代
に
は
、
彼
の
テ
キ
ス
ト
が
こ
れ
ま
で
以
上
の
ペ
ー
ス
で
流
布

し
始
め
る
こ
と
と
、
成
島
柳
北
ら
と
『
花
月
新
誌
』
を
発
行
し
て
い
た
こ
と
は
、

そ
れ
以
上
に
見
過
ご
し
が
た
い
。

先
行
研
究
の
指
摘
す
る
通
り
、
明
治
十
七
年
頃
ま
で
の
大
槻
と
い
う
個
人
の

存
在
感
は
大
き
い９

）
。
だ
が
明
治
二
十
年
代
以
降
に
な
っ
て
も
、
初
等
教
育
を
介

し
て
、
彼
の
テ
キ
ス
ト
は
全
国
的
な
拡
大
を
み
る
こ
と
と
な
る
の
だ
。

明
治
期
以
降
の
『
近
古
史
談
』
を
考
察
す
る
際
、「
近
古
史
談
の
全
話
中
、

三
割
近
く
が
常
山
紀
談
に
基
づ
い
て
採
ら
れ
て
い
る
」「
明
治
大
正
期
の
教
科

書
類
に
教
材
と
し
て
採
ら
れ
た
も
の
が
多
い
」
と
い
っ
た
鈴
木
棠
三
の
指
摘10

）
が

あ
る
。
ま
た
「「
武
辺
咄
集
」
の
中
で
は
、『
常
山
紀
談
』
が
著
名
で
あ
り
、

「
武
辺
咄
集
」
の
代
表
の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
近
代
活

字
出
版
の
影
響
力
の
結
果
に
過
ぎ
な
い11

）
」
と
い
う
菊
池
真
一
の
論
文
も
あ
る
。

さ
ら
に
教
科
書
に
限
ら
ず
、
近
代
的
出
版
機
構
の
整
備
の
結
果
と
し
て
、
新
た

に
大
量
の
近
世
小
説
読
者
が
発
生
し
た
と
い
う
高
木
元
の
指
摘12

）
な
ど
、
近
世
文

学
研
究
者
た
ち
の
言
葉
は
傾
聴
に
値
す
る
。
お
そ
ら
く
、
近
代
化
し
変
容
す
る

「
文
学
」
概
念
の
、
外
枠
に
に
じ
み
出
て
ゆ
く
か
の
よ
う
に
拡
大
す
る
、
近
世

的
な
逸
話
テ
キ
ス
ト
の
読
み
手
を
想
定
す
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

『
近
古
史
談
』
で
は
な
く
、「
郷
土
史
談
」
に
類
す
る
「
史
談
」
の
流
通
の
場

合
は
ど
う
か
。

「
郷
土
史
談
ヲ
以
テ
其
端
緒
ヲ
開
キ
、
進
ン
デ
日
本
歴
史
ニ
及
ブ
ベ
シ
」。
多

く
の
「
史
談
」
が
、
小
学
校
令
の
改
正
を
受
け
て
刊
行
さ
れ
た
。
し
か
し
制
度

上
の
流
通
の
時
期
が
、
主
に
明
治
二
十
四
年
か
ら
明
治
三
十
三
年
頃
ま
で
と
短

く
、
そ
の
後
総
合
的
な
国
語
・
地
理
・
歴
史
を
あ
わ
せ
た
郷
土
学
習
に
統
合
さ

れ
た
後
は
、
教
育
史
に
そ
の
名
は
残
ら
な
い
。
三
十
三
年
以
降
も
こ
う
し
た
テ

キ
ス
ト
は
発
行
さ
れ
る
が
、
次
第
に
減
り
、
重
視
さ
れ
な
く
な
る
。

そ
の
た
め
、
教
育
史
上
で
は
基
本
的
に
、
郷
土
史
教
育
の
一
部
と
し
て
扱
わ

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る13

）
。

た
だ
し
、
明
治
十
四
年
以
前
か
ら
、
実
際
に
は
「
郷
土
地
理
書
」「
地
方
誌

教
科
書
」
が
各
地
で
用
い
ら
れ
て
お
り14

）
、
明
治
前
半
期
に
は
、
文
部
省
に
よ
る

郷
土
史
学
習
へ
の
配
慮
（「
尋
常
小
学
校
ノ
教
科
ニ
日
本
歴
史
ヲ
加
フ
ル
ト
キ
ハ
郷

土
ニ
関
ス
ル
史
談
ヨ
リ
始
メ
」）
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
郷
土
誌
と
地
誌
に
は
、
行

政
機
構
や
名
望
家
の
略
伝
、
方
言
・
歴
史
事
象
等
の
記
載
が
珍
し
く
な
く
、
歴

史
・
地
理
・
国
語
・
伝
記
な
ど
を
明
確
に
分
け
る
の
は
難
し
い
。

そ
し
て
、
前
述
の
宮
崎
一
雨
の
事
例
の
よ
う
な
教
育
成
果
の
あ
ら
わ
れ
が
あ

り
、
各
地
の
地
方
史
研
究
を
行
う
「
史
談
会
」
の
発
展15

）
、
さ
ら
に
後
述
す
る
事

例
な
ど
も
併
せ
考
え
る
と
、
郷
土
史
研
究
を
深
め
、
故
人
の
墳
墓
を
探
索
し
、

郷
土
に
根
ざ
す
歴
史
文
学
に
心
を
寄
せ
る
昭
和
期
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
が
構
築
さ

れ
る
際
に
は
、『
近
古
史
談
』
や
「
郷
土
史
談
」
は
、
ひ
と
つ
の
重
要
な
因
子

と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

一

教
授
時
数
は
、
前
半
学
年
中
凡
そ
六
十
時
間
を
充
つ
べ
し
、
而
し
て

後
半
学
年
に
至
り
、
始
め
て
本
邦
の
地
理
、
及
史
談
に
入
る
べ
き
順
序
に

従
う
を
要
す
。
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一

教
授
者
の
都
合
に
よ
り
て
、
史
談
の
事
項
を
省
か
ん
も
可
な
り
、
此

の
時
は
、
教
授
時
数
を
凡
そ
三
十
時
間
と
す
べ
し
。（「
緒
言
」、
高
城
与
五

郎
編
『
小
学
福
井
県
誌
』、
一
八
九
五
）

中
川
浩
一
の
指
摘
に
よ
る
と16

）
、
知
識
詰
め
込
み
式
に
陥
り
が
ち
な
史
学
地
理

教
育
は
、
そ
の
問
題
点
克
服
の
一
環
と
し
て
、
地
図
や
旅
行
体
の
本
文
な
ど
の

試
み
の
ほ
か
、
こ
の
よ
う
な
児
童
の
興
味
を
ひ
き
そ
う
な
方
法
を
採
用
し
て
い

た
と
い
う
。
こ
こ
に
引
用
し
た
事
例
の
よ
う
に
、
題
名
に
「
史
談
」
と
書
か
れ

て
い
な
い
テ
キ
ス
ト
も
し
ば
し
ば
存
在
す
る
。

東
京
で
も
地
方
と
同
じ
よ
う
に
、「
史
談
」
は
教
え
ら
れ
て
い
た
。「
東
京
府

郷
土
誌
は
、
明
治
二
五
年
三
月
の
東
京
府
令
第
一
四
号
に
も
と
づ
き
、
高
等
科

第
一
学
年
生
徒
に
、〞
郷
土
ノ
地
理
、
及
ビ
史
談
ヲ
授
ク
ル
〝
目
的
で
編
纂
さ

れ
た17

）
。」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
都
市
と
対
立
す
る
地
方
で
は
な
く
、
郷
土
教

育
が
、
史
学
地
理
と
密
接
な
関
係
を
保
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
「
史
談
」
テ
キ
ス
ト
の
読
者
た
ち
は
や
が
て
大
人
と
な
る
。
そ
の

頃
、
ど
ん
な
出
来
事
が
生
じ
た
だ
ろ
う
か
。

５

「
史
談
会
」
と
そ
の
残
照

本
会
が
大
正
二
年
の
秋
創
立
さ
れ
て
以
来
、
そ
の
事
業
の
一
と
し
て
親

し
く
史
的
趣
味
を
涵
養
す
る
為
、
折
々
郊
外
の
史
蹟
の
踏
査
研
究
が
続
け

ら
れ
て
来
ま
し
た
。
そ
の
際
携
へ
て
実
地
の
指
針
と
し
又
同
好
の
士
の
参

考
と
も
す
る
目
的
の
下
に
、
大
正
十
二
年
に
我
々
の
先
輩
数
氏
に
よ
り

「
史
蹟
を
探
る
人
々
に
（
東
京
郊
外

）」
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

更
に
是
を
底
本
と
し
て
調
査
を
重
ね
、
内
容
に
も
大
い
に
補
訂
を
加
へ
て

殆
ど
面
目
を
一
新
し
、
昭
和
二
年
の
春
「
東
京
近
郊
史
蹟
案
内
」
が
刊
行

さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。（「
自
序
」、
一
高
史
談
会
編
『
大
東
京
史
蹟
案
内
』

（
育
英
書
院
、
一
九
三
二
）、
七
頁
）

「
史
談
会
」。
明
治
以
来
、「
史
談
会
」
は
地
方
の
歴
史
愛
好
家
の
同
好
会
と
し

て
各
地
で
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
大
正
期
に
発
足
す
る
新
た
な
タ
イ
プ
の
「
史

談
会
」
は
、
こ
れ
と
は
異
な
る
。
現
在
も
あ
る
地
域
史
研
究
会
と
し
て
も
発
足

し
は
じ
め
る
の
で
あ
る
。

し
ば
し
ば
、
昭
和
初
期
の
江
戸
趣
味
・
懐
古
趣
味
の
理
由
の
説
明
と
し
て
、

一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
の
関
東
大
震
災
が
挙
げ
ら
れ
る
。
む
ろ
ん
、
大
震

災
は
も
っ
と
も
重
要
な
因
子
だ
が
、
明
治
天
皇
崩
御
や
「
史
談
会
」
ほ
か
、
す

で
に
大
正
前
期
に
レ
ト
ロ
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
な
志
向
が
、
多
様
な
側
面
か
ら
で
き

あ
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
高
史
談
会
の
著
作
物
に
は
、
他
に
『
史
蹟
を
探
る
一
日
の
旅
』（
東
文
堂
、

一
九
二
五
）、『
東
京
近
郊
史
蹟
案
内
』（
古
今
書
院
、
一
九
二
七
）
な
ど
が
あ
る18

）
。

「
史
談
」
を
ふ
く
む
初
等
教
育
の
制
度
下
で
教
育
を
受
け
て
育
っ
た
日
本
の
児

童
た
ち
は
、
や
が
て
高
等
教
育
の
学
舎
で
、
各
地
の
教
育
委
員
会
下
で
組
織
さ

れ
て
き
た
よ
う
な
「
史
談
会
」
を
組
織
す
る
に
至
っ
た
の
だ
。

一
高
史
談
会
の
、
江
戸
趣
味
醸
成
へ
の
影
響
や
会
の
そ
の
後
の
経
緯
な
ど
の

詳
細
は
、
ま
だ
稿
者
も
十
分
調
べ
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
刊
行
物
は
現
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在
の
東
京
各
区
の
「
史
談
会
」
に
よ
る
地
誌
編
纂
の
さ
き
が
け
に
な
っ
た
と
い

っ
て
よ
い
側
面19

）
も
あ
り
、
明
治
期
か
ら
大
正
期
を
経
て
昭
和
期
へ
と
変
化
す
る

「
史
談
」
や
実
歴
も
の
、
地
方
史
研
究
志
向
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
を
理
解
す
る
の

に
、
大
正
期
「
史
談
会
」
と
そ
の
刊
行
物
は
、
あ
る
種
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な

る
の
で
は
な
い
か
。

ち
な
み
に
『
史
蹟
を
探
る
一
日
の
旅
』
奥
付
で
は
、
著
作
者
は
「
一
高
史
談

会
編
集
代
表
者

長
沢
規
矩
也
」
で
あ
る
。

地
方
史
（
地
誌
）
型
、
啓
蒙
型
な
ど
が
代
表
的
で
あ
っ
た
明
治
期
の
「
史

談
」
の
タ
イ
プ
は
、
や
が
て
変
容
す
る
。
大
正
期
に
な
る
と
、「
史
談
」
は
ま

ず
各
種
の
史
談
会
刊
行
物
の
名
称
、
そ
し
て
回
顧
録
の
ジ
ャ
ン
ル
名
と
し
て
の

用
例
が
増
え
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
会
（
同
好
史
談
会
の
こ
と

目
野
注
）
に
つ
い
て
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
明
治
中
葉
い
ら
い
流
行
し
て
い
た
名
士
の
談
話
を
速
記
す
る
会
の
一

つ
で
あ
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
（
略
）
…
…
本
書
の
出
現
は
他
の
回
顧

も
の
の
登
場
を
う
な
が
し
、
横
瀬
夜
雨
の
『
明
治
初
年
の
世
相
』『
太
政

官
時
代
』（『
史
料

維
新
の
逸
話
』
新
人
物
往
来
社
）、（
中
略
）
そ
の
他
が

続
々
出
版
さ
れ
た
。
い
わ
ば
本
書
は
、
昭
和
初
年
の
史
談
大
衆
化
の
さ
き

が
け
を
な
し
た
と
い
え
る20

）
。

「
史
談
大
衆
化
」
と
い
う
文
中
の
語
（
紀
田
順
一
郎
の
言
）
は
、
お
そ
ら
く
回

顧
録
の
範
疇
に
分
類
さ
れ
る
「
史
談
」
の
刊
行
が
、
急
速
に
広
ま
っ
た
状
況
を

指
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
現
在
で
も
新
人
物
往
来
社
な
ど
は
回

顧
録
・
伝
記
の
名
と
し
て
し
ば
し
ば
「
史
談
」
を
用
い
る
。
こ
の
場
合
の
「
史

談
」
は
各
出
版
社
独
自
の
、「
伝
記
」
の
サ
ブ
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
理
解
す
る
こ

と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

大
正
の
名
残
を
、
昭
和
に
み
る
例
を
挙
げ
た
い
。「
東
京
名
墓
顕
彰
会
」
と

機
関
誌
『
掃
苔
』（
一
九
三
二
年
十
一
月－

一
九
四
三
年
十
二
月
）
の
発
行
人
夫

妻
で
あ
る
。

同
会
は
呉
秀
三
の
「
壊
滅
し
か
か
っ
て
い
る
宇
田
川
槐
園
の
墓
地
の
救
済

を
」
と
い
う
希
望
か
ら
発
足
（
創
刊
号
記
事
）。
会
長
は
一
八
六
五
年
生
ま
れ

の
三
上
参
次
で
あ
り
、『
掃
苔
』
で
は
『
史
伝
閑
歩
』
等
の
著
者
森
銑
三
が
中

心
と
な
っ
て
活
躍
し
た
。
会
員
は
エ
リ
ー
ト
層
だ
が
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
史
学

や
文
学
か
ら
は
離
れ
、
地
域
史
研
究
の
知
的
な
グ
ル
ー
プ
活
動
を
行
っ
た
。
昭

和
期
に
再
編
成
さ
れ
た
「
史
談
会
」
活
動
と
い
え
そ
う
だ
が
、
編
集
発
行
人
藤

浪
剛
一
と
そ
の
夫
人
和
子
は
独
自
の
存
在
感
を
示
す
。

「
東
京
名
墓
顕
彰
会
」
も
『
掃
苔
』
も
、
連
絡
先
は
藤
浪
剛
一
で
あ
る
。
一
九

四
二
（
昭
和
十
七
）
年
の
彼
の
逝
去
後
、
和
子
が
編
集
発
行
人
を
引
き
継
ぐ
。

彼
女
は
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
か
ら
の
踏
査
結
果
と
し
て21

）
、
一
九
四
〇
（
昭

和
十
五
）
年
に
『
東
京
掃
苔
録
』
を
刊
行
。
同
書
は
一
九
七
三
年
に
八
木
書
店

か
ら
再
刊
さ
れ
、
さ
ら
に
『
続
日
本
史
籍
協
会
叢
書22

）
』
に
収
録
さ
れ
る
に
い
た

る
の
だ
。

そ
ん
な
藤
浪
夫
妻
は
、
夫
が
一
八
八
〇
年
生
ま
れ
、
妻
が
一
八
八
八
年
生
ま

れ
で
あ
る
。
夫
が
十
一
歳
の
頃
、
初
等
教
育
の
制
度
の
一
部
と
し
て
、
児
童
に
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楽
し
く
史
学
地
理
を
教
え
る
た
め
の
「（
郷
土
）
史
談
」
が
開
始
さ
れ
、
妻
が

十
二
歳
に
な
る
頃
に
消
え
る
。
前
述
の
よ
う
に
、「
史
談
」
の
教
育
制
度
上
の

成
立
前
に
も
後
に
も
、
初
等
教
育
で
の
郷
土
史
教
育
は
珍
し
く
は
な
か
っ
た
が
、

藤
浪
夫
妻
の
地
域
研
究
は
、
特
に
前
後
の
世
代
と
異
な
る
意
味
を
持
つ
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
戦
後
、
初
等
教
育
で
「
史
談
」
を
習
わ
な
か
っ
た
世
代
が
あ

ら
わ
れ
る
。
新
世
代
の
教
育
委
員
会
と
多
く
連
動
す
る
地
域
研
究
「
史
談
会
」

活
動
と
、
藤
浪
夫
妻
の
活
動
内
容
は
近
似
す
る
が
、
最
も
古
い
「
史
談
」
教
育

の
記
憶
の
あ
り
な
し
だ
け
が
異
な
る
だ
ろ
う
。

６

最
後
に

一
九
〇
一
年
生
ま
れ
の
歴
史
学
者
宮
崎
市
定
は
、
若
き
日
に
西
ア
ジ
ア
を
旅

し
て
、「
ど
う
も
地
理
学
は
地
図
や
統
計
だ
け
で
は
駄
目
で
あ
る
。
今
の
地
理

書
に
は
、
余
計
な
こ
と
が
少
し
も
書
い
て
な
い
。
や
は
り
昔
の
本
の
よ
う
に
、

た
と
え
雑
駁
に
見
え
て
も
、
実
地
に
ぶ
つ
か
っ
た
体
験
な
ど
を
、
ご
ち
ゃ
ご
ち

ゃ
と
寄
せ
集
め
た
方
が
本
当
の
と
こ
ろ
が
表
わ
れ
て
面
白
い
と
思
う
。
こ
の
点

で
は
地
理
と
関
係
の
深
い
歴
史
学
に
お
い
て
も
同
様
な
こ
と
が
言
え
る
」
と
記

し
て
い
る23

）
。
こ
れ
こ
そ
、
大
文
字
の
「
文
学
」
概
念
時
代
の
「
歴
史
」
で
あ
り
、

殊
に
「
史
談
」
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。「
余
計
な
こ
と
」
と
い
う
の
は
過
剰
な
情

報
の
こ
と
で
は
な
く
、
史
談
め
い
た
も
の

児
童
に
歴
史
へ
の
興
味
を
持
た

せ
る
た
め
の
、
物
語
的
な
逸
話

だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か24

）
。
ま
さ
に

「
史
談
」
に
近
い
世
代
の
感
慨
と
い
え
よ
う
。

「
歴
史
」「
伝
記
」「
文
学
」
の
ジ
ャ
ン
ル
の
境
界
線
は
、
そ
の
国
に
よ
っ
て

様
々
で
あ
る
が
、
歴
史
と
も
文
学
と
も
不
即
不
離
の
「
史
談
」
は
、
明
治
期
を

過
ぎ
る
と
次
第
に
各
種
史
談
会
刊
行
物
へ
と
収
斂
し
て
ゆ
く
。
昭
和
期
、
特
に

戦
後
に
飛
躍
的
に
増
加
す
る
「
史
談
」
タ
イ
ト
ル
の
テ
キ
ス
ト
は
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
地
方
史
（
地
域
史
）
研
究
会
と
し
て
の
史
談
会
の
刊
行
物
と
な
り
、
複

雑
で
多
様
性
を
は
ら
ん
だ
用
例
は
、
過
去
の
も
の
と
な
る
の
で
あ
る25

）
。

注１
）

日
本
の
戦
前
の
郷
土
教
育
に
つ
い
て
は
、
宮
原

一
『
社
会
科
教
育
史

論
』（
東
洋
館
出
版
社
、
一
九
六
五
）
三
三－

四
〇
頁
が
、
要
領
よ
く
ま
と
め

て
い
る
。
ま
た
、
影
山
清
四
郎
「
明
治
末
期
の
郷
土
教
育
に
つ
い
て
の
考
察

「
国
民
的
社
会
的
修
養
」
を
中
心
に

」『
教
育
学
研
究
集
録
』（
東
京

教
育
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
、
第
10
集
、
一
九
七
一
年
三
月
）
は
、「
郷

土
史
談
」
を
含
む
明
治
後
期
の
郷
土
教
育
に
つ
い
て
詳
述
。
平
山
和
彦
「
郷
土

教
育
運
動
と
郷
土
史
教
育
」（
加
藤
章
・
佐
藤
照
雄
・
波
多
野
和
夫
編
『
講
座

歴
史
教
育

１

歴
史
教
育
の
歴
史
』（
弘
文
堂
、
一
九
八
二
）
収
録
）
で
は
、

大
正
期
以
降
に
重
点
を
置
い
て
郷
土
教
育
史
を
論
じ
て
い
る
。
前
掲
書
に
よ
る

と
、
①
郷
土
科
や
郷
土
教
育
全
般
は
戦
前
期
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
が
、「
〜
史

談
」
と
い
う
テ
キ
ス
ト
が
一
般
的
だ
っ
た
の
は
明
治
期
ま
で
、
②
明
治
期
の
郷

土
史
は
、
修
身
・
国
語
・
地
理
・
歴
史
等
と
離
れ
て
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、

い
ず
れ
か
と
連
合
す
る
教
科
だ
っ
た
、
と
い
う
。

２
）

地
方
の
教
科
書
副
読
本
の
収
蔵
に
は
限
界
が
あ
ろ
う
。
愛
知
・
石
川
・
大

分
・
神
奈
川

京
都
・
埼
玉

長
野
・
広
島
・
兵
庫
・
福
島
な
ど
の
史
談
・
地
誌
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は
地
域
別
や
改
版
を
含
む
複
数
種
を
収
蔵
。
北
海
道
・
奈
良
・
長
崎
・
熊
本
・

宮
崎
・
沖
縄
な
ど
は
所
蔵
が
な
い
が
、
存
在
し
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

３
）

「
解
説
」、
菊
池
真
一
編
『
近
古
史
談

本
文

』（
和
泉
書
院
、
一
九
九

六
）、
三
九
七
｜
三
九
八
頁
。

４
）

若
林
力
『
近
古
史
談
全
注
釈
』（
大
修
館
書
店
、
二
〇
〇
一
）、
ⅹⅱ
頁
。

５
）

吉
岡
亮
は
明
治
十
年
代
の
小
学
校
の
歴
史
教
育
を
論
じ
、
そ
の
志
向
は
文

明
史
的
言
説
と
儒
教
的
徳
の
言
説
の
狭
間
に
あ
る
と
述
べ
、
特
に
文
明
論
的
観

点
か
ら
は
統
計
資
料
か
ら
把
握
で
き
る
「
気
風
」、
儒
教
的
観
点
か
ら
は
経
書

の
言
葉
と
善
事
美
談
の
例
話
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（「
儒
教

主
義
・
文
明
史
・
愛
国

明
治
十
年
代
に
お
け
る
教
育
の
中
の

歴
史

」『
国
語
国
文
研
究
』（
北
海
道
大
学
国
語
国
文
学
会
、
第
一
二
七
号
、
二

〇
〇
四
年
七
月
））。『
郷
土
史
談
』
テ
キ
ス
ト
に
、
し
ば
し
ば
統
計
資
料
が
ほ

ぼ
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
る
点
や
、
郷
土
の
特
産
品
・
地
政
学
的
論
及
が
み
ら
れ

る
点
な
ど
は
、
明
治
期
の
郷
土
教
育
と
し
て
の
「
史
談
」
が
稗
史
・
歴
史
よ
り
、

「
文
明
史
」
に
近
か
っ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

６
）

例
え
ば
、
鹿
児
島
県
私
立
教
育
会
編
『
訂
正

鹿
児
島
県
史
談

全
』

（
吉
田
文
卉
堂
、
一
八
九
九
）
な
ど
。
同
書
は
歴
代
島
津
藩
主
の
略
伝
部
分
が
、

訂
正
前
の
版
の
三
人
か
ら
七
人
に
増
え
て
い
る
。
目
次
を
挙
げ
る
と
、
以
下
の

よ
う
に
な
る
。

波
多
市
松
編
『
鹿
児
島
県
史
談

全
』（
吉
田
文
卉
堂
、
明
治
二
十
八
年
）

第
一
課

郷
土
史
談
╱
第
二
課

可
愛
ノ
山
陵
╱
第
三
課

高
尾
ノ
山
陵
╱

第
四
課

吾
平
ノ
山
陵
╱
第
五
課

高
屋
ノ
行
宮
╱
第
六
課

鶴
嶺
神
社
╱
第

七
課

武
田
神
社
╱
第
八
課

松
原
神
社
╱
第
九
課

島
津
義
久
公
╱
第
十
課

徳
重
神
社
╱
第
十
一
課

島
津
家
久
公
╱
第
十
二
課

照
國
神
社
╱
第
十
三
課

島
津
久
光
公
╱
第
十
四
課

西
郷
隆
盛
、
大
久
保
利
通
╱
第
十
五
課

僧
月
照

╱
第
十
六
課

鉄
砲
╱
第
十
七
課

煙
草
╱
第
十
八
課

甘
藷
╱
第
十
九
課

鹿
児
島
県
沿
革
の
大
要
╱
附
島
津
家
歴
代
表
。「
緒
言
」
に
は
、「
此
書
は
、
本

県
教
則
第
九
条
の
趣
旨
に
基
き
、
一
昨
年
来
余
が
奉
職
の
学
校
生
徒
に
、
郷
土

史
談
を
授
け
ん
が
た
め
、
教
案
と
し
て
編
集
せ
し
」
云
々
と
あ
る
。

鹿
児
島
県
私
立
教
育
会
編
『
改
訂

鹿
児
島
県
史
談

全
』（
吉
田
文
卉
堂
、

明
治
三
十
二
年
、
訂
正
三
版
）

第
一
課

鹿
児
島
県
╱
第
二
課

島
津
忠
久
╱
第
三
課

桂
庵
╱
第
四
課

島
津
貴
久
╱
第
五
課

島
津
忠
良
╱
第
六
課

鉄
砲
╱
第
七
課

島
津
義
久
╱

第
八
課

島
津
義
弘
╱
第
九
課

薩
摩
焼
╱
第
十
課

新
納
忠
元
╱
第
十
一
課

琉
球
征
伐
╱
第
十
二
課

調
所
広
郷
╱
第
十
三
課

島
津
斉
彬
╱
第
十
四
課

島
津
久
光
╱
第
十
五
課

英
艦
ノ
来
寇
╱
第
十
六
課

西
郷
隆
盛
、
大
久
保
利

通
╱
第
十
七
課

甘
藷
╱
第
十
八
課

煙
草
╱
第
十
九
課

鹿
児
島
県
ノ
沿
革
。

「
例
言
」
に
よ
る
と
、「
本
書
ハ
、
鹿
児
島
県
教
則
第
九
条
ノ
旨
趣
ニ
基
キ
高

等
小
学
校
歴
史
科
用
ニ
充
ツ
ル
目
的
ヲ
以
テ
編
纂
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。」
と
い

う
。
両
者
は
ほ
ぼ
同
じ
型
だ
が
、
前
者
は
地
元
の
地
誌
解
説
が
優
先
さ
れ
、
後

者
は
島
津
氏
家
系
の
解
説
が
優
先
さ
れ
る
。
前
者
を
地
理
の
授
業
、
後
者
は
歴

史
授
業
用
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
ほ
ぼ
同
一
の
印
刷
仕
様
で
あ
り
、
後
者

は
前
者
の
改
訂
版
か
と
思
わ
れ
る
。
近
世
中
期
以
降
の
往
来
物
の
特
徴
に
は
、

特
産
品
中
心
と
為
政
者
中
心
が
あ
る
。
前
者
の
方
が
よ
り
由
来
は
古
い
が
、
明

治
二
十
年
代
か
ら
三
十
年
代
初
頭
の
教
科
書
は
、
い
ず
れ
に
比
重
を
お
い
て
も

お
か
し
く
な
い
。
往
来
物
の
場
合
、
為
政
者
の
力
の
強
い
の
は
江
戸
型
や
駿
府

型
で
あ
る
（
石
川
謙
編
『
日
本
教
科
書
大
系

往
来
編

第
９
巻

地
理

（
一
）』（
講
談
社
、
一
九
六
七
））
が
、
統
計
や
特
産
物
な
ど
に
重
き
を
置
く
文
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明
史
的
論
述
は
、
地
方
の
往
来
物
が
産
業
を
重
視
し
た
記
述
を
行
っ
た
こ
と
と

連
続
し
て
ゆ
く
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
石
川
前
掲
書
に
よ
れ
ば
、

地
誌
型
の
往
来
物
が
商
業
的
な
特
産
物
紹
介
か
ら
離
れ
、
歴
史
や
伝
記
に
重
点

を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
初
頭
。
往
来
物
は
学
制
以
後
、
次
第
に
地
理

の
教
科
書
に
換
わ
る
が
、『
地
学
初
歩
』
で
は
ま
だ
歴
史
寄
り
。
た
だ
し
明
治

の
教
科
書
で
は
、
地
理
科
で
も
歴
史
科
で
も
「
史
談
」
は
存
在
す
る
。

７
）

加
藤
章
・
佐
藤
照
雄
・
波
多
野
和
夫
編
『
講
座
歴
史
教
育

１

歴
史
教

育
の
歴
史
』（
弘
文
堂
、
一
九
八
二
）。
同
書
八
五
頁
に
よ
る
と
、
嘉
永
・
安
政

頃
か
ら
、
国
体
論
に
基
づ
く
日
本
史
学
習
熱
が
強
ま
っ
て
い
た
。
ま
た
、
当
時

「
磐
渓
が
『
近
古
史
談
』
を
編
し
た
意
図
は
、
外
国
船
の
来
航
に
よ
っ
て
、
幕

府
の
指
導
者
を
初
め
と
し
て
国
内
の
多
く
の
人
々
が
右
往
左
往
し
た
原
因
を
分

析
し
た
結
果
、
今
こ
そ
、「
太
平
の
遊
惰
を
鞭
策
し
て
、
士
気
を
鼓
舞
す
る
一

助
」（「
近
古
史
談
叙
」）
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
こ
と
に
あ
る
。」（「
解
題
」、

若
林
力
『
近
古
史
談
全
注
釈
』

大
修
館
書
店
、
二
〇
〇
一

、
ⅹⅱ
）。
さ
ら
に

「
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
史
伝
も
の
」（「
あ
と
が
き
」、
同
、
三
九
七
頁
）
な
ど
、

江
戸
後
期
の
漢
文
に
よ
る
日
本
史
は
、
幕
末
志
士
や
明
治
壮
士
、
学
生
な
ど
の

好
む
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

８
）

宮
原

一
前
掲
書
参
照
。

９
）

井
上
弘
『
近
代
文
学
成
立
過
程
の
研
究
』（
有
朋
堂
、
一
九
九
五
）

10
）
「
解
説
」、
湯
浅
常
山
著
・
鈴
木
棠
三
校
注
『
定
本

常
山
紀
談

下
巻
』

（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
七
九
）、
四
七
一
頁
。

11
）
「「
武
辺
咄
」
の
成
立
と
展
開
」、
水
田
潤
編
著
『
近
世
文
芸
史
論
』（
桜
楓

社
、
一
九
八
九
）、
九
五
｜
九
六
頁
。

12
）
「
近
世
後
期
小
説
受
容
史
試
論
」、
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
明
治
の
出
版

文
化
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
二
）、
九
一
｜
九
二
頁
。

13
）
「
史
談
」
と
い
う
語
単
独
で
の
教
育
史
上
の
用
例
調
査
は
、
管
見
の
限
り

で
は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

14
）

中
川
浩
一
『
近
代
地
理
教
育
の
源
流
』（
古
今
書
院
、
一
九
七
八
）、
二
〇

五
頁
。

15
）

各
地
の
史
談
会
は
、
教
育
委
員
会
の
支
援
を
受
け
て
構
成
さ
れ
、
地
域
の

教
員
な
ど
を
構
成
員
と
し
て
振
興
を
図
る
の
が
通
例
で
あ
る
と
、
東
北
大
学
の

梶
山
雅
史
（
現
・
岐
阜
女
子
大
学
）
氏
か
ら
ご
教
示
を
頂
い
た
。

16
）

中
川
前
掲
書
。

17
）

中
川
前
掲
書
、
二
一
三
頁
。

18
）
「
一
高
史
談
会
は
、
一
高
生
の
歴
史
的
知
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
瀬
戸

校
長
、
斎
藤
・
箭
内
両
先
生
等
の
御
賛
助
の
下
に
、
大
正
二
年
に
起
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
…
近
年
は
、
前
述
の
目
的
を
達
す
る
為
に
、
講
演
会
、
読
書
会
、

研
究
会
、
研
究
旅
行
、
参
観
等
を
や
つ
て
居
る
。」（「（
附
五
）
一
高
史
談
会
に

就
い
て
」、
一
高
史
談
会
編
『
史
蹟
を
探
る
一
日
の
旅
』（
東
文
堂
、
一
九
二

五
）、
二
七
頁
）。
同
書
「
内
容
に
つ
い
て
」（
三
頁
）
で
は
執
筆
者
九
名
（
石

山
乾
二
・
鳥
羽
正
雄
・
小
笠
原
光
寿
・
建
部
元
春
・
中
村
栄
孝
・
長
沢
規
矩

也
・
太
田
秀
一
・
古
谷
善
亮
・
迫
水
久
常
）
を
紹
介
し
て
い
る
。

19
）

大
正
期
に
入
る
と
、
各
史
談
会
に
よ
る
、
旅
行
ガ
イ
ド
と
地
誌
研
究
を
兼

ね
た
「
史
談
」
テ
キ
ス
ト
の
刊
行
が
は
じ
ま
り
、
現
在
ま
で
継
続
す
る
こ
と
と

な
る
。
た
と
え
ば
、
足
立
区
の
足
立
史
談
会
（
足
立
区
立
郷
土
博
物
館
内
）
の

刊
行
物
な
ど
。
よ
く
見
ら
れ
る
形
態
は
、（
元
）
教
師
ら
が
図
書
館
や
博
物
館

内
に
研
究
会
を
置
き
、
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
、
教
育
委
員
会
と
連
絡
し

つ
つ
活
動
す
る
タ
イ
プ
で
あ
ろ
う
か
。
昭
和
期
以
降
は
、
史
談
会
刊
行
物
や
伝
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記
・
回
顧
的
な
歴
史
談
話
を
「
史
談
」
と
い
う
ケ
ー
ス
が
増
加
す
る
が
、
こ
れ

は
明
治
期
の
用
例
に
直
結
す
る
の
で
は
な
く
、
大
正
期
の
用
例
が
拡
大
し
た
と

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

20
）

紀
田
順
一
郎
「
解
説

文
明
開
化
の
証
言
者
た
ち
」、
同
好
史
談
会
編

『
史
話

明
治
初
年
』（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
七
〇
）、
三
九
七
｜
三
九
八
頁
。

本
書
は
復
刻
版
。
底
本
は
一
九
二
七
年
に
春
陽
堂
か
ら
刊
行
。

21
）
『
東
京
掃
苔
録
』「
序
」
に
は
、「
家
事
の
閑
を

ん
で
」「
六
年
と
い
ふ
年

月
」
を
か
け
て
書
き
上
げ
た
旨
記
さ
れ
て
い
る
。

22
）

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二
。
底
本
は
『
東
京
掃
苔
録
』（
東
京
名
墓

顕
彰
会
、
一
九
四
〇
）。
八
木
書
店
に
よ
る
再
版
（
一
九
七
三
）
も
あ
る
。

23
）
『
西
ア
ジ
ア
遊
記
』（
中
公
文
庫
、
一
九
八
六
）。
底
本
は
『
菩
薩
蛮

む
す
る
ま
ん

記
』

（
生
活
社
、
一
九
四
四
）。

24
）
「
史
伝
」
ジ
ャ
ン
ル
の
盛
衰
時
期
も
、「
史
談
」
に
近
似
す
る
と
思
わ
れ
る
。

以
前
、
拙
論
で
明
治
二
十
年
代
末
か
ら
三
十
年
代
半
ば
ま
で
は
一
般
的
だ
っ
た

雑
誌
の
「
史
伝
」
欄
が
急
速
に
衰
亡
し
、
大
正
初
期
に
は
す
で
に
時
代
遅
れ
と

さ
れ
て
い
た
件
を
論
じ
た
（「
頼
ま
れ
仕
事
・
史
伝

明
治
31
年
か
ら
始
ま

る
鷗
外
史
伝

」『
文
学
研
究
論
集
』（

波
大
学
比
較
・
理
論
文
学
会
、
第

十
五
号
、
一
九
九
八
年
三
月
）、『
明
治
三
十
一
年
か
ら
始
ま
る
「
鷗
外
史
伝
」』

（
渓
水
社
、
二
〇
〇
三
）
に
収
録
）。

25
）

一
応
の
め
や
す
と
し
て
国
会
図
書
館
の
収
蔵
状
況
を
確
認
し
た
が
、
一
八

六
八－

一
九
一
三
年
の
四
十
五
年
間
で
「
史
談
」
を
含
む
用
例
は
、
百
九
十
七

件
で
あ
っ
た
の
が
、
一
九
一
四－

一
九
四
五
年
の
三
十
一
年
間
で
百
六
十
三
件
、

一
九
四
五－

二
〇
〇
五
年
の
六
十
年
間
で
は
四
百
十
八
件
と
、
戦
後
に
は
戦
前

の
倍
近
い
発
行
ペ
ー
ス
が
み
と
め
ら
れ
る
。
一
九
一
四－

一
九
四
五
年
で
は
、

教
科
書
（
副
読
本
）
は
激
減
す
る
が
、『
近
古
史
談
』
と
そ
の
解
釈
書
は
教

育
・
受
験
用
テ
キ
ス
ト
の
需
要
が
落
ち
な
か
っ
た
ら
し
く
減
っ
て
い
な
い
。
ま

た
注

19
）で
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
大
正
期
に
は
各
史
談
会
が
、
地
域
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
の
「
史
談
」
を
刊
行
し
は
じ
め
る
。
そ
し
て
岡
本
偉
業
館

「
史
談
文
庫
」（
立
川
文
庫
の
亜
流
）
も
当
時
刊
行
を
開
始
。
伝
記
的
物
語
と
し

て
の
意
味
も
、
ま
だ
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
戦
後
に
は
史
談
会
刊
行
物
と
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
の
「
史
談
」
の
点
数
が
大
多
数
と
な
り
、
漢
文
教
育
テ
キ

ス
ト
の
『
近
古
史
談
』
は
消
滅
す
る
。
浅
野
晃
が
『
少
年
少
女
日
本
史
談
』

（
偕
成
社
、
一
九
五
八－

一
九
五
九
、
全
八
巻
）
を
出
版
し
て
い
る
の
は
、
戦

前
の
「
少
年
史
伝
叢
書
」「
仏
教
史
談
叢
書
」、「
史
談
文
庫
」
や
講
談
社
の
同

種
の
刊
行
物
な
ど
と
の
連
続
と
乖
離
の
相
で
考
察
す
べ
き
だ
ろ
う
。
稿
を
改
め

て
論
じ
た
い
。
ま
た
、
戦
前
の
各
地
の
史
談
会
刊
行
物
が
、
復
刻
版
と
し
て
戦

後
し
ば
し
ば
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

※

旧
漢
字
は
新
漢
字
に
直
し
、
ル
ビ
を
省
い
た
。
本
稿
は
二
〇
〇
四
年
十
一
月

二
十
一
日
の
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
発
表
「
史
談

そ
の
変
遷
」
を
、
大
幅
に
改
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
の
場
や
ア
ド
バ

イ
ス
を
与
え
て
下
さ
っ
た
鈴
木
貞
美
先
生
、
梶
山
雅
史
先
生
に
感
謝
す
る
。
ま

た
、
青
田
寿
美
氏
に
は
本
稿
に
関
し
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
本
稿
は
日
本

学
術
振
興
会
の
科
学
研
究
費
採
択
（
若
手
Ｂ
）
に
よ
る
調
査
と
そ
の
成
果
で
あ

る
。
日
本
学
術
振
興
会
の
協
力
に
感
謝
す
る
。
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明治「史談」、その読者


